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平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
の
日
韓
外
相
会
談
に
お
け
る
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
合
意
の
確
認
後
、
尹
炳
世
大
韓
民
国

（
韓
国
）
外
交
部
長
官
は
、
共
同
記
者
会
見
の
場
で
、
「
韓
国
政
府
は
、
日
本
政
府
が
在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
に
対

し
、
公
館
の
安
寧
・
威
厳
の
維
持
の
観
点
か
ら
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
認
知
し
、
韓
国
政
府
と
し
て
も
、
可
能
な
対
応
方
向
に

つ
い
て
関
連
団
体
と
の
協
議
を
行
う
等
を
通
じ
て
、
適
切
に
解
決
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
」
と
明
言
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
合
意
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
時
点
に
お
い
て
も
、
在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
慰
安
婦
像

は
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
、
在
釜
山
総
領
事
館
に
面
す
る
歩
道
に
も
慰
安
婦
像
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ

も
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。 

 

国
と
国
と
の
約
束
を
守
る
こ
と
は
、
国
家
関
係
の
基
本
で
あ
る
。
韓
国
側
に
よ
る
合
意
履
行
は
、
両
国
関
係
発
展
の
基
礎
で

あ
り
、
合
意
に
反
す
る
慰
安
婦
像
の
設
置
維
持
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

一
方
で
、
こ
の
十
年
間
で
、
韓
国
に
お
け
る
慰
安
婦
問
題
の
認
識
が
変
化
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
令
和
二
年
に
韓
国
の
運

動
関
係
者
の
間
で
内
紛
が
生
じ
、
日
本
軍
性
奴
隷
制
問
題
解
決
の
た
め
の
正
義
記
憶
連
帯
の
尹
美
香
元
代
表
が
、
元
慰
安
婦
と

主
張
す
る
女
性
の
中
で
最
も
著
名
な
李
容
洙
氏
が
実
際
に
は
慰
安
婦
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
。
当
該
発
言
に
つ
い
て
、
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韓
国
紙
・
朝
鮮
日
報
は
、
令
和
二
年
五
月
九
日
付
の
社
説
で
、
「
慰
安
婦
問
題
で
は
国
民
か
ら
寄
付
を
集
め
、
日
本
か
ら
も
慰

労
金
を
受
け
取
り
、
最
終
的
に
国
会
議
員
に
ま
で
な
っ
た
人
物
た
ち
は
今
、
こ
れ
ま
で
あ
れ
ほ
ど
持
ち
上
げ
て
き
た
女
性
を
本

物
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
認
知
症
の
老
人
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
も
し
李
さ
ん
が
慰
安
婦
で
な
か
っ
た
の

な
ら
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
は
こ
れ
を
知
り
な
が
ら
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
の
こ
と
が
事
実
な
ら
絶
対
に
容
認
で
き

な
い
。
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
李
容
洙
氏
は
、
韓
国
紙
・
中
央
日
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
性
奴
隷
」
の
表
現
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
、
「
慰
安
婦
と
い
う
名
称
は
変
え
て
は
い
け
な
い
。
性
奴
隷
と
い
う
が
、
と
て
も
汚
く
て
嫌
で
仕
方
な
い
。
尹

美
香
に
話
し
た
。
だ
が
「
こ
う
表
現
し
て
こ
そ
米
国
が
怖
が
る
」
と
（
言
っ
て
い
た
）
。
だ
か
ら
私
が
「
そ
の
言
葉
は
や
め
な

さ
い
」
「
と
て
も
恥
ず
か
し
い
」
「
私
は
な
ぜ
性
奴
隷
な
の
か
」
（
と
言
っ
た
）
」
と
発
言
し
、
「
性
奴
隷
」
と
い
う
表
現
を

使
用
し
な
い
よ
う
求
め
た
。
そ
の
後
、
尹
美
香
元
代
表
は
、
横
領
等
の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
令
和
五
年
二
月
十
日
、
韓
国
の
ソ
ウ

ル
西
部
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
韓
国
大
法
院
（
最
高
裁
判
所
）
は
、
令
和
六
年
十
一
月
十
四

日
、
尹
美
香
被
告
の
上
告
を
棄
却
し
、
横
領
、
詐
欺
等
の
罪
で
懲
役
一
年
六
月
、
執
行
猶
予
三
年
と
し
た
二
審
の
判
決
が
確
定

し
た
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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一 

在
韓
国
日
本
大
使
館
及
び
在
釜
山
総
領
事
館
前
の
慰
安
婦
像
の
撤
去
は
、
日
韓
関
係
の
発
展
に
不
可
欠
な
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

高
市
早
苗
総
理
大
臣
は
、
本
年
十
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
李
在
明
韓
国
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
両
公
館
前
の

慰
安
婦
像
の
撤
去
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
か
。
取
り
上
げ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

高
市
早
苗
総
理
大
臣
は
、
次
回
の
韓
国
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
ま
で
に
両
公
館
前
の
慰
安
婦
像
が
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
韓
国
大
統
領
に
対
し
撤
去
を
求
め
る
方
針
で
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


